


















Case 1

ＡＩ導入により属人的な見積もり業務を改善

製造業

膨大な種類のアイテム、顧客ごとの注文数や仕様が複雑で見積り業務が属人化課題

ＡＩに過去の見積もり実績データを学習させ、誰もが対応できる仕組みを構築解決策

成果 見積もり精度が向上。再現性を高めつつ、今後は仕入れコストや経済動向を踏まえ、

利益性・受注率を両立した自動化を目指す。



Case ２

スマート農業システムの導入により持続可能な農業へ

農業

担い手不足のため、水田の水管理や温室の温度調整など、

属人的な日常作業の継続が困難に
課題

専用のツールだけで、民生用の汎用機器等を活用し、水位センサーや水田ゲートを設置。

スマホで自動給水・止水を遠隔で操作、温室の温度や湿度等を検知し、自動で調整。
解決策

現場にわざわざ行く必要が減り、労働時間が短縮。適切な管理により収穫量が増加成果



システムの方向性を、第三者の目から見て適当かどうかのアドバイスが良かった。

ベンダーとの間で導入ありきで、話を進めてしまいがちなパターンが

多いが、専門家として意見を貰えるのはとても助かった。

出荷設備の導入によって、１点あたりの作業

時間を30％削減することができ、月間30万
円分程度の出荷コスト削減を実現できた。

ECサイトおよびモールでの商品

展開を拡大し、売り上げが増大

支援を受けた事業者様からの声
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